















投能力に影響を与えるかを明らかにすることを目的とした。2017 年から 2019 年における受講生の遠投距









久しいが、平成 30 年度体力・運動能力調査 1）に




















































PRE 測定と POST 測定の両方の遠投記録を有する











周 30.48 ± 0.32cm、重さ 190 ± 5g）であった。1
人あたり 2 回実施し、良い方を記録とした。なお、
測定時期は PRE 測定が第 2 回目授業、POST 測定
が第 11 〜 13 回目授業であった。
2.3　統計解析









さらに、年度ごとに PRE 測定と POST 測定の遠投
距離に差があるのかを検討するために、対応のあ












経験者 未経験者 経験者 未経験者
2019 36
22（61.1） 14（38.9）
7（19.4） 15（41.7） 2（5.6） 12（33.3）
2018 22
17（77.3） 5（22.7）
10（45.5） 7（31.8） 1（4.5） 4（18.2）
2017 42
33（78.6） 9（21.4）






析の結果、2017 年が 60.7 ± 19.2m、2018 年が 56.4
± 17.1m、2019 年が 45.8 ± 16.8m であり、年度の
効果が有意であった（F(2,97）=6.858，p<0.05）。多





析の結果、2017 年が 66.7 ± 15.4m、2018 年が 63.0
± 12.6m、2019 年が 56.0 ± 12.6m であり、年度の
効果が有意であった（F(2,69）=3.938，p<0.05）。多
重比較の結果、2017 年と 2019 年に有意な差が認
められた（p<0.05，Fig.2 and Table2）。
　女子学生についての一元配置分散分析の結果、
2017 年が 38.4 ± 15.4m、2018 年が 34.2 ± 10.1m、
2019  年が 29.8 ± 7.1m であり、有意な差は認めら
れなかった（F(2,25）=1.725，n.s.，Fig.2 and Table2）。
　経験者についての一元配置分散分析の結果、
2017 年が 70.5 ± 15.1m、2018 年が 66.9 ± 13.7m、
2019 年が 59.8 ± 16.5m であり、有意な差は認め
ら れ な か っ た（F(2,41）=1.661，n.s.，Fig.2 and 
Table2）。
　未経験者についての一元配置分散分析の結果、
2017 年が 47.6 ± 16.2m、2018 年が 46.0 ± 13.8m、
2019  年が 41.1 ± 14.3m  であり、有意な差は認め
ら れ な か っ た（F(2,53）=1.119，n.s.，Fig.2 and 
Table2）。
3.3　PRE 測定と POST 測定の比較
　2017 年の PRE 測定と POST 測定の対応のある t
検定の結果、PRE 測定が 60.7 ± 19.2m、POST 測
定が 58.8 ± 16.6m であり、遠投距離に有意な差は
認められなかった（t(41）=1.525、n.s.）。2018 年に
ついても、PRE 測定が 56.4 ± 17.1m、POST 測定
が 54.8 ± 16.2m、2019 年についても、PRE 測定が
45.8 ± 16.8m、POST 測定が 45.9 ± 17.0m であり、
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*: p く 0.05
男子学生 女子学生 経験者 未経験者 
～
Fig.1. 遠投距離の 3年間の変化 . Fig.2. 特性別遠投距離の 3年間の変化 .
Table2.PRE 測定と POST 測定の遠投距離一覧（m）.
測定 平均値 最大値 最小値 男子学生 女子学生 経験者 未経験者
2019
PRE 45.8±16.8 76.0 18.0 56.0±12.6 29.8±7.1 59.8±16.5 41.1±14.3
POST 45.9±17.0 80.0 18.0 56.2±12.8 29.7±7.0 62.2±17.5 40.4±13.1
2018
PRE 56.4±17.1 91.7 25.2 63.0±12.6 34.2±10.1 66.9±13.7 46.0±13.8
POST 54.8±16.2 84.2 24.0 61.0±11.7 33.7±10.0 64.9±11.8 44.7±13.5
2017
PRE 60.7±19.2 91.0 17.0 66.7±15.4 38.4±15.4 70.5±15.1 47.6±16.2
POST 58.8±16.6 90.0 21.5 64.1±13.5 39.5±12.0 66.3±14.1 48.8±14.3
－ 25 －－ 24 －
それぞれの年度で PRE 測定と POST 測定の遠投距
離に有意な差は認められなかった（2018 年：t(21）
=2.066，n.s.，2019 年：t(35）=0.09，n.s.，Fig.3 and 
Table2）。
3.4　参加者の特性別 PRE 測定と POST 測定の比較
　2017 年について、男子学生の PRE 測定が 66.7
± 15.4m、POST 測 定 が 64.1 ± 13.5m（t(32）
=1.869，n.s.）、 女 子 学 生 の PRE 測 定 が 38.4 ±
15.4m、POST測定が 39.5± 12.0m（t(8）=0.601，n.s.），
経験者の PRE 測定が 70.5 ± 15.1m、POST 測定が
66.3 ± 14.1m（t(23）=2.910，p<0.05）、未経験者の
PRE 測定が 47.6 ± 16.2m、POST 測定が 48.8 ±
14.3m（t(17）=0.672，n.s.）であり、経験者に有意
な低下が認められた（Fig.4 and Table2）。
　2018 年について、男子学生の PRE 測定が 63.0
± 12.6m、POST 測 定 が 61.0 ± 11.7m（t(16）
=2.090，n.s.）、 女 子 学 生 の PRE 測 定 が 34.2 ±
10.1m、POST測定が 33.7± 10.0m（t(4）=0.357，n.s.）、
経験者の PRE 測定が 66.9 ± 13.7m、POST 測定が
64.9 ± 11.8m（t(10）=1.601，n.s.）、 未 経 験 者 の
PRE 測定が 46.0 ± 13.8m、POST 測定が 44.7 ±
13.5m（t (10）=1.245，n.s.）であり、それぞれにつ
いて有意な変化は認められなかった（Fig.5 and 















































Fig.3. PRE 測定と POST 測定の遠投距離の変化 .
Fig.5.  2018 年における PRE 測定と POST 測定の遠投
距離の変化 .
Fig.4.  2017 年における PRE 測定と POST 測定の遠投距
離の変化 .




　2019 年について、男子学生の PRE 測定が 56.0
± 12.6m、POST 測 定 が 56.2 ± 12.8m（t(21）
=0.122，n.s.）、女子学生の PRE 測定が 29.8 ± 7.1m、
POST 測定が 29.7 ± 7.0m（t(13）=0.070，n.s.）、経
験者の PRE 測定が 59.8 ± 16.5m、POST 測定が
62.2 ± 17.5m（t(8）=1.646，n.s.）、未経験者の PRE












は、2014 年から 2017 年の遠投距離に大きな差は
なかったとの報告や、女子大学ソフトボール部員










180,058 人から 2014 年の 130,010 人に、ソフトボー




















　PRE 測定が第 2 回目授業、POST 測定が第 11 〜
13 回目授業であり、雨天等で屋外での実技授業が
実施できなかった週もあるため、PRE 測定から
POST 測定間に約 7 〜 9 回の実技授業があった。
約 7~9 回の授業で遠投距離が向上しなかった結果


















や、幼児に約 1 ヶ月全 8 回の投動作教室を実施す
ると性別に関係なく遠投距離が向上したとの報告 9）
がなされており、短時間や短期間の指導介入でも





















































4 ） 文部科学省：新体力テスト実施要項（6 〜 11 
歳対象）ソフトボール投げ，（https://www.
m e x t . g o . j p / a _ m e n u / s p o r t s / s t a m i n a / 
05030101/001.pdf）（参照 2019-12-31）．
5 ） 伊藤知之：大学硬式野球部員の体格・走・投









録データの分析（2002 〜 2014 年），2016 年
10 月，（http://www.ssf.or.jp/Por tals/0/
















－ 29 －－ 28 －
